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(57)【要約】

【課題】葉の萎れ具合から高い精度で幹の水ポテンシャ

ルを予測できる。

【解決手段】葉１００の下降変位量の実測値に基づき、

幹の水ポテンシャル（Ψstem）の予想値を得るΨstemの

予想方法であって、葉１００の下降変位量は、向きが固

定されたレーザー距離計２００により計測され、Ψstem

と葉１００の下降変位量との関係は既知であり、レーザ

ー距離計２００は、斜め上方から葉１００の方向に指向

し、且つ、葉１００の下降変位が生じた際に葉１００が

測定範囲に収まる向きで配置され、葉１００の下降変位

量と前記関係に基づき、植物１０のΨstemの予想値を得

る。

【選択図】図１
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